全国鐵構工業協会　青年部

第14回　全国会長会議　議事録
日　時　：　2011年9月17日（土）　
会　場　：　東京国際フォーラム
１．　開　　会（上原理事）
２．　会長挨拶（吉岡会長）
※3月11日の東日本大震災により、4月の全国総会が中止になったため、今回

お集まり頂きました。46県中44県の会長に出席いただきました。

　貴重な時間ですので実りある有意義な会議にしたいと思いますので、皆様の
　ご協力宜しくお願い致します。
3． ワーキンググループ発表
※経　営WG（松﨑副会長）

　　・「雇用」をテーマに講習会の開催を推進
　　　　　・（仮）人材バンクシステムの必要性の周知
※交　流WG（福岡副会長）
　　　　　・「鉄骨110番」・・・・・鋼構造ジャーナルに連載中
※総　務WG（泉副会長）
　　　　　・東北ブロックに50万円の義援金を渡した
4． 　会長会議①　（テーマ：人材バンク及び人材育成について）
第１グループ　

・中長期的には取り入れたい
・県単位で登録制にし、情報漏えい（賃金、条件等）のリスク防止が必要
・ハローワークとの提携が必要
・地域性、賃金格差が課題
　　第２グループ　

　　　・情報流出、給与形態の流出が懸念
・既存社員との給与の均衡がとれなくなる
・同業他社へ自社の内情が知れる懸念あり
・不満があると早期退職してしまう

第３グループ　
　　　・賛成であるが、事務局や専属の管理者が必要
・優秀な人材は他の職種にいっているのではないか
・ガイドラインを作成し賃金等しっかり考える必要がある
第４グループ　

　・少人数の会社では新卒者より即戦力となる経験者が欲しい
・社員数が多い会社は新卒者採用でもよいが、２～３年の育成期間がもったい
　ないので、人材バンクがあれば良い
　　　・基本的には賛成であるが、費用をかけてまでするメリットがはっきりしない
　　第５グループ　

　　　・絶対悪用されないようなシステム作りが必要
・退職者の退職理由が分かるようなシステムを望む
・人材育成の余裕がない。業界の認知度が低いため工業高校等へのアピール必要
　　

　　第６グループ　

　　　・ハローワークからの紹介はミスマッチが多いので人材バンクに期待
　　　・情報や人材の流出リスクがある（引き抜き・ルール無視）
　　　・気軽に利用出来るシステムなら良い
　　　・地域で共有し、事務局が事務をやるシステムが良い
第７グループ　

　・結論としてかなり難しいのではないか
　　理由・個人情報を含む管理がしっかりできるか
　　　　　　　・登録のタイミング・方法に問題がある
　　　　　　　・全国ベースなのか、ブロック単位なのか

　　　　　　　・経営者にとって不利になるのではないか

　　　・雇用、人材育成、人材バンクに共通して考えられるのは、この業界を魅力ある

　　　　業界にするのが１番の手段であると考える。
5． 　会長会議②　（テーマ：東日本大震災復興支援について）

第１グループ　

・被災側から必要物資を発信するのは困難。メーリングリストの活用を図る
・自然災害に対してFAB同士継続的に支援する
・被災したFABを避難先で引き受けるシステム作りや仕事の融通
・ワイヤ芯、ワイヤチップ回収収益金の一部を積立
　　第２グループ　

　　　・不足している物への認識にずれがある
・物だけでなく人的協力が必要
・メーリングリスト活用による情報交換
第３グループ　

　　　・全青会としては台風、災害に対し支援する。必要性の高いものを支援する

・消耗品の支援はありがたい。ただ支援の窓口がしっかりしていない
・目的、テーマ、方向性を提案する
　　　・確実な情報を得て、支援する
第４グループ　

　・支援物資は送り手と受け手でぶれがあった
・メーリングリストの活用
　　　・今後のため、支援金の積み立てを行う
　　　・被災者の話を聞き今後の参考にする（器具を高所に保管、コード類をパイプ
　　　　に通しておく、積荷にレバーなどを掛け拘束しておく）

　　第５グループ　

　　　・被災地では、欲しい物資が１週間毎に変わる
・連絡網のようなものがあれば、情報がタイムリィーに流す事ができる
・被災県の食料品などを積極的に購入する
　　

　　第６グループ　

　　　・物資、現物での支援には限界。青年部ならではのやり方で支援する
　　　・金のかからない、情報収集・発信や無駄な物、捨てている物の活用
　　　・グレード申請書類(JASS6改正)等の送付

　　

第７グループ　

　・青年部として積立を行い、災害時に活用
　　　・溶接機器をはじめ、溶接ゲージ、書類等の支援
　　　・ボランティア活動参加（企業単位、青年部）
　　　・災害対策（避難訓練、災害対策マニュアル作成）
　　　・現地の災害状況や復興状況を確認し、対策に活かす
　　　・一過性ではなく、継続的に支援を続ける
6．　閉　　会
